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ピックアップしたのは、メインで大きな立ち回りをしてくれた二人ですね。 

3.0前であの展開に持っていったのは訳があると思っていましたが、おそらく

「あえて」描写しなかった部分だと思うんですね。 

 だから、妄想力全開で構想をさせて頂きました。 

 いよいよラウバーンが人間の領域を 10mくらいオーバーしてるんですが、私

は彼に色々憑依させてるなぁと思います（笑） 前回も伝説を作るためにティソ

ーナの力を憑依させて固有 LB発動させてみたり、今回は神様を……。ナルザル

って確か商いの神様だったと思うので、戦闘タイプではないかもですが、ナルは

生、ザルは死、というところから失った片腕に……みたいにこじつけてラウバー

ンに強くなってもらいました。 

 それこそ、この憑依が可能なら両手をもがれてミロのヴィーナスみたいになっ

ても、ラウバーンは何不自由なく戦闘出来ますよね（笑） 

 

 あとイルベルドとラウバーンの闘いで出した、イルベルドの愛刀なんですが、

もしかしたら「あれ、鬼切って法典武器じゃん」って思った方もいると思うんで

すね。でも実は、頭に黒刀をつけて区別したのには訳があって、「羅生門」に出

てくる茨木童子っていう鬼の片腕を切り落としたっていわれてる刀の名前なんで

すよ。（この刀は後に何度も改名される）ラウバーンの片腕を切り落とす、とな

ったらもうこの武器しかないなと（笑） 

 

それからロアユに関してですが、彼女はミステリアスな部分が多くて捕まった

ところまでしか公になってなかったと思います。 

それなので、妄想しまくって極刑に処しました！ 

 辻褄を合わせるために色々動いてもらいましたが、妹がいるという設定は無か

ったと思います。しかし、生きる目的を失くしてしまうと咎人としての印象しか

残らないので、スパイとしてのロアユは死んで、今まで明かされてなかった妹を

探しに行くという流れにしてみました。 

 

 私の勝手なイメージですけど、おそらくロアユって偽名なんじゃないかと思っ

てます。 

 公式本編のリウィアみたいに（彼女の場合は、本当に死んで双子という位置づ

けでルキアが出てきましたよね。中の人の声で分かりました（笑）こういう形に

しておくと後々どこかで出てくるかなぁという期待も込めて…。 

（前廣さんに届け！この想い！） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に余談ですが、皆さん「グブラ幻想図書館」にはもう行かれましたでしょ

うか。何か、お気づきになったでしょうか。 

私はそこでニヤリとさせて頂きました、本当にありがとうございます！（土下座 

「何が」とは申しません。ぜひ、隅々まで ID散策して頂いて、もしよろしけれ

ば私の去年の小話も読んで頂けたら、なお嬉しいなと思います！（笑 

 

～1周年記念小話【新生祭目次録】～ 

 ＜言行録＞ ＜見聞録＞ ＜近思録＞ 

 

さぁ、最後に何やら宣伝みたいのを差し込んでますが、改めまして今回の小話

「明かされなかった信実」を最後まで読んで頂きましてありがとうございまし

た。イルベルドとロアユに愛を込めて妄想させて頂きました。 

二人の第 2の人生を温かく見守ってくれたら嬉しいなと思います。 

 

もう一度、2周年おめでとうございました！ 

来年もまた記念に拙作をお供え出来たらなと思っています。 

 

ではでは！  

 Rumuh鯖 Yuura,Erisell. 

【Special Thanks】 

古紙風背景素材：水智様 

ボーダー素材：胡蝶様  

and.. 

You！ 
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